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【主題】「効果的な ICT活用」の組織的な実践を促す GIGA推進リーダーの役割 

 

【副題】「GIGA通信」の活用を通して 

 

【学校・団体名】白山市立明光小学校 

【役職名・氏名】教諭・田中 哲也 

１． はじめに 

 筆者は本校に異動し、GIGA推進リーダーの担当とな

った。筆者はICTに堪能ではなく、これまでGIGA推進

リーダーの担当も経験したことがなかった。しかし、

これからの学校教育にICT活用は必須であり、学校の

ために自分にできることは何かを問いながら、GIGA推

進リーダーとしてICT活用の促進について実践した。

本稿は、その実践を通してGIGA推進リーダーの役割に

ついて考察したことを論じる。 

 

２．「効果的なICT活用」とは？ 

 まず、ICT 活用に関して本校はどんなことに力を入

れて取り組んだらよいのか、研究の焦点化に取り組ん

だ。全国学力・学習状況調査（学力調査）の質問紙調

査によると「児童生徒一人一人に整備されたPC・タブ

レットなどのICT機器を、授業でどれくらい程度活用

しましたか（小学校）」という項目では、全国の小学校

で「ほぼ毎日」「週3回以上」の回答が90.6％であり、

1人 1台端末の活用が確実に進んでいる。しかし、寺

島（2024）は、R5学力調査の結果を踏まえて「ICT活

用の単純な「頻度」と平均正答率に直接的な関係は見

られない」と指摘している。さらに「主体的・対話的

で深い学びの授業改善を行っている学校ほどICT機器

を活用しており平均正答率が高い」と述べている（１） 

また、R5全国学力調査結果の図１（２）から端末活用

をほぼ毎日活用していると回答した全国の小学校の中

で「児童が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面」、

「児童同士がやりとりする場面」、「自分の特性や理解

度・進路に合わせて取り組む場面」では活用率が低い

ことがわかる。この３つの場面は、主体的・対話的で

深い学び」に関わる場面であり、ICT を単に使うので

はなく、この３つの場面を意識したICT活用が今後求

められると考えられる。 

では、本校の実態はどうだろうか。本校の教員に上

記の全国学力調査の学校質問紙と同様な内容を質問し

た。「児童生徒一人一人に整備された PC・タブレット

などのICT機器を、授業でどれくらい程度活用しまし

図１ 端末活用をほぼ毎日と回答した全国小学校の割合 

図２ 端末活用をほぼ毎日と回答した本校の割合 

たか」の項目では、「ほぼ毎日」、「週3回以上」の回答

が 59％であった。また、「ほぼ毎日」と答えた教員

（35％）の中でどんな場面でICTを活用しているか調

査した結果、図２のように「教師と児童がやりとりす

る場面」がほとんどであった。この結果から本校のICT

活用の課題は、児童が ICT を日常的に活用すること、

「主体的・対話的で深い学び」の３つの場面でICTを

活用することだとわかった。本校の実態を踏まえ、以

下の３つの場面を「効果的なICT活用」の場面と定義

し、「効果的なICT活用の実践」を重点として、学校全

体でICT活用の向上に取り組むこととした（図３）。 

① 児童が自分の考えをまとめ・発表、表現する場面 

② 児童どうしがやりとりする場面 

③ 自分の特性や理解度に合わせて取り組む場面 

図３ 本校の「効果的なICT活用」の３つの場面 

35％ 

30％ 
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３．実践内容 

 実践に取り組むにあたり、「働き方改革」が叫ばれる

中、教員が何度も参集するような研修スタイルは難し

いと考えた。そこで「明光GIGA通信」（以下、GIGA通

信）を発行し、教員にICT活用について周知すること

で研究を進めようと考えた。GIGA通信では主に３つの

内容について記載した。 

（１） 「効果的なICT活用」の理論の共有 

まずは、本校のICT活用の重点である「効果的なICT

活用の実践」について教員と共有した。本校の学校研

究は「伝え合い」と「子ども主体」の授業である。GIGA

通信で学校研究とICT活用との関連性を示し、教員が

必要感をもち効果的なICT活用を意識できるようにし

た（図４）。また、「個別最適な学びと協働的な学びの

一体的な充実に ICT がどのように活用できるのか」、

「道徳科の授業にICTはどのように活用できるのか」

などこれから求められる授業づくりや各教科との ICT

活用の関係性を示した GIGA 通信を発行し、効果的な

ICT 活用の理論について教職員が理解できるように取

り組んだ。 

図４ 効果的なICT活用の理論に関するGIGA通信 

（２）「効果的なICT活用」の授業実践の紹介 

 「効果的な ICT 活用」を意識した授業実践を GIGA

通信で紹介した。例えば、6 年生の社会科「貴族のく

らし」では、単元内自由進度学習で「効果的なICT活

用」の①児童が自分の考えをまとめ・発表、表現する

場面と③自分の特性や理解度に合わせて取り組む場面

の実践を紹介した。児童が「学習内容」「学習方法」「学

習時間」を自己選択できるようにし、学習のゴールに

は児童も1人1台端末で調べたり、考えたりしたこと

をまとめる表現するようにした。児童は、図書館の資

料で調べたり、1人 1台端末を使って動画を視聴やミ

ライシードのオクリンク機能で友達の意見を参照した

りしながら個々の学習スタイルに応じて学習に取り組

む様子が見られた（図５）。 

 

図５ 効果的なICT活用の①・③の実践紹介 

道徳科「規則尊重」と「親切、思いやり」の学習で

は「効果的なICT活用」の②児童どうしがやりとりす

る場面の実践を紹介した。「自分ならどうするか」とい

う道徳的価値に向き合うとともに、自分とは異なる意

見をもつ他者との議論を促すようスカイメニューのポ

ジショニング機能を活用した。この学習でA児は「私

はこの道徳の授業を通して、最初は親子を美術館に入

れない派だったけど、A さんなどの入れる派の人の意

見を聞いて私は入れる派に変わりました。道徳は何が

正解で何が間違っていて分からないのがとても面白い

と思いました。」とふりかえり、ICTを児童どうしでや

りとりする場面で活用することで道徳的価値を多面

的・多角的な視点で考える様子が見られた（図６）。 
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図６ 効果的なICT活用の②の実践紹介 

 

（３）教員の個別最適・協働的な研修の工夫 

 上述したように、何度もICT活用の研究会の開催は

難しいことから、教員の研修も個別最適な研修になる

よう工夫した。図７のようにICTのオンラインセミナ

ーの開催について紹介し、それぞれの教職員が受講し

たいセミナーを選んで研修ができるようにした。また、

ICT に関する参考資料動画も適宜紹介し、二次元コー

ドを読み取りいつでも視聴できるようにした。 

 GIGA通信の発行するにつれて、教職員間でもICT活

用に関する対話も増えてきた。例えば、初任者の教員

からは「前のGIGA通信に出ていた道徳の本を見せてい

ただけませんか？」と声をかけられたり、中堅教員か

らは「この前のGIGA通信に出ていたデータの結果はど

うして向上したんですか？」と質問されたりと対話が

見られた。そして、「もっと教職員の実践事例を知りた

い」との意見も出てくるようになり、教員からGIGA１

グランプリ（教職員がICT活用の実践紹介の場）をし

ようとアイデアがあり開催した。 

 

４．実践結果と考察 

 本実践の成果を検証するために、本校6年生（75名）

に4月に実施したR6全国学力調査の質問紙調査と同様

の調査を12月に実施した。以下は、その結果である。 

図７ 個別最適な研修を促すGIGA通信 

 

 

図８ 質問①の本校6年生の4月と12月の結果 

図９ 質問②の本校６年生の4月と12月の結果 
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図10 質問③の本校6年生の4月と12月の結果 

図11 質問④の本校6年生の4月と12月の結果 

図８の「①ICT 機器を活用することで、自分のペー

スで理解しながら学習を進めることができると思いま

すか。」では、4月の肯定的な割合（本稿では肯定的割

合を「とてもそう思う」、「そう思う」の合計の割合と

する）は 68.5％、12月の肯定的な割合は 78.3％であ

り、9.8％上昇していることがわかる。 

図９の「②ICT 機器を活用することで、自分の考え

や意見を分かりやすく伝えることができると思います

か。」では、4月の肯定的な割合は 65.7％、12月の肯

定的な割合は78.2％であり、12.5％上昇していること

がわかる。 

図10の「③ICT機器を利用することで、友達と考え

を共有したり比べたりしやすくなると思いますか。」で

は、4月の肯定的な割合は 85.7.％、12月の肯定的な

割合は91.4.％であり、5.7％上昇していることがわか

る。 

図11「④ICT機器を活用することで、友達と協力し

ながら学習を進めることができると思いますか。」では、 

4月の肯定的な割合は 81.4.％、12月の肯定的な割合

は90.％であり、8.6％上昇していることがわかる。 

 以上の児童アンケートの結果から本実践の組織的な

ICT 活用の取り組みが、児童の学習態度の向上に影響

していると考えられる。 

 

５．GIGA推進リーダーの役割についての考察 

（１）本校の強みと弱みを明確化する学力調査の活用 

 まず、本校のICTに関する実態を調べ、本校の強み

と弱みを明確化することが重要である。そのために学

力調査は、毎年実施され経年変化や全国、各都道府県

の学校の結果と本校の実態を比較でき有効な資料とな

る。また、学力調査の結果は本稿で挙げたように実践

の検証にも活用でき、研究の分析にも有効である。 

（２）校内研究とICT活用を関連させた研究の焦点化 

 学力調査から見えた本校の実態から、ICT 活用の研

究を焦点化することで、教員が研究の重点を意識でき

組織的に取り組むために効果的である。また、本実践

では、校内研究の内容とICT活用の研究と関連させる

ことにより、教員がより必要感を高め、学校研究の質

的な高まりにも良い影響が見られると考える。 

（３）ICT活用実践の積極的な発信 

 本校教員に「GIGA通信で役に立つ内容は何か」を質

問したところ、実践紹介であった。本実践でも実践紹

介を GIGA 通信で発信することで教員は具体的な実践

を知ることで「効果的なICT活用」のイメージが持ち、

実践の意欲の高まりが見られた。教員で日々工夫し、

チャレンジした実践を紹介し合い、その実践を蓄積す

ることが組織的な実践に効果があると考えられる。 

 

６．おわりに 

 1人1台端末が整備され、1人1台端末を「まずは使

ってみる」の段階から「どう活用したらよいのか」と

いう段階に入っている。しかしながら、現場ではGIGA

担当の役割として壊れた1人1台端末の修理やメンテ

ナンス等に追われ、「ICTをどう活用したらよいのか」

が研究しづらい状況にあるのではないかと感じている。

「はじめに」でも述べたように、本稿はICTが堪能で

ない筆者の取り組みであり、どのような方にも活用で

きる実践であると考える。本稿が、これからGIGA推進

リーダーを担う方のさらなる取り組みの一助になれば

幸いである。 

 

註 

（１）2024年 7月 25日に開催された教育 ICT展セミ

ナーで寺島史郎氏（文部科学省）の「GIGAスク

ール構想の推進について」講演資料から引用 

（２）「ICT を活用した学習サポート 学校と ICT」 

2024年6月号 Sky株式会社から引用 


